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1月

新しい制度で園部紫藍重職腿菓

わたしたちの生活をバックアップ
20歳以上の学生はすべて国民年金に加入

障害など万一の事故に備える
すべての国民が公的年会制度（こ加入して、老後・鑓害ま

たは死亡となった際に、年会の給付を受けることができる
・　これが国民皆年全の考え方です。

ところか学生の皆さん（こついては、これまで国民年金
への加入は任意とされていたため、加入していない場合、

その間に随喜などの事故に道っても、降雪年会などを蜜け

ることができませんでした。

そこで、3年の4月からは、20越以上の学生の皆さんも、

すべて国民年金に加入するよう制度が改正されました。
これにより、保険料の納付震務が生じることになります

が、保険料のa担能力がない人については、一定の基準に

より保険事・脇附が免除される仕組みが設けられます。

学生の皆さんで、4月に幻想を超えている人は4月に、

また4月以降に20歳（こなられる人はそのときに、国民年金

の資格取得届を、住民課の国保年金係窓口Iこ提出してくだ

さい。

国民年金基金制度

自営業書の人の老後をより豊かに
3年の4月から、国民年金基金別席が創設されます。こ

れは自営業者の方々が、ゆとりある老後の生活を送れるよ

う、サラリーマンとのバランスを考え、基礎年金のe上乗

せ年金，として設けられるものです。

国民年金基金‘こ加入できる人は、国民年金の第一号被保

険者（20想以上60歳未満の人）です。

基金には、次に挙げる2つの種類があります。

圃同じ都道府県に住む自営業者の方々が1千人以上象まっ
て、都道府県を単位（こ拉立する「地域型国民年金差金」

園同じ職業に従事する自営業者の方々が、置集ごとに3千

人以上集まり、全国規模で設立する「職能型国民車仝基金」

国民車全の第一号被保険者は、このいずれかの国民年金

基金に任意lこ加入できます。

掛け全は、所得税の社会保険料控除の対象となり、月額
6万8千円まで控除が越められます。

千

芭
∴
鵠

平
成
3
年
度

散
育
改
革
モ
ニ
タ
ー
募
集

福
岡
県
教
育
庁
で
は
、
文
部
省
か
ら

依
頼
さ
れ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
教
育

改
革
モ
ニ
タ
ー
の
周
辺
、
地
域
の
人
々

の
意
見
な
ど
を
ま
と
め
る
教
育
改
革
モ

一
－
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
依
頼
期
間
）
2
年
●
募
集
人
具
）
1
6

人
●
応
募
資
棺
）
教
育
改
革
に
つ
い
て

関
心
が
あ
り
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
仕
事

に
熱
意
を
も
っ
て
い
る
約
歳
以
上
の
人

●
謝
礼
）
文
部
省
か
ら
お
願
い
し
た
テ

ー
マ
に
つ
い
て
ご
意
見
を
提
出
し
て
い

た
だ
い
た
場
合
は
記
念
品
を
お
贈
り
し

ま
す
●
申
込
締
切
日
）
平
成
3
年
2
月

4
日
（
月
）
ま
で
●
申
込
め
・
問
い
合

わ
せ
先
）
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
東
公
園

1
－
1
「
福
岡
県
教
育
庁
管
理
部
総
務

課
広
報
班
」
℡
0
9
2
（
6
5
1
）
1

シ
ン
ナ
ー
籍
乱
用
防
止

ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

福
岡
県
答
で
は
、
激
増
す
る
少
年
の

シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
を
防
止
す
る
た
め
、

県
内
の
申
・
高
校
生
か
ら
防
止
ポ
ス
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
真
資
格
）
福
岡
県
内
の
申
・
高
校

生
●
募
集
期
間
）
平
成
2
年
職
月
1
0
日

（
月
）
か
ら
平
成
3
年
1
月
柳
日
（
日
）

ま
で
●
テ
ー
マ
）
シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
の

恐
し
ぎ
な
ど
を
訴
え
る
も
の
●
作
品
の

規
格
）
B
3
版
の
画
用
紙
ま
た
は
ケ
ン

ト
紙
に
色
彩
は
自
由
●
応
募
方
法
）
応

募
点
数
は
、
一
人
1
点
で
作
品
の
裏
面

に
住
所
、
氏
名
、
宙
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
明
記
す
る
こ
と
●
表
影
）
入
選

者
（
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
）
に

は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
●
応
募
・

闘
い
合
わ
せ
先
）
最
寄
り
の
派
出
所
ま

た
は
福
岡
県
少
年
補
導
貝
連
絡
協
議
会

事
務
局
℡
0
9
2
　
（
6
4
1
）
　
4
1

平
成
3
年
虞
の

保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
国
の
差
準

児
垂
の
保
護
者
（
両
親
）
が
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
家
庭
で
の
保
育

が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
入

国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

同
居
の
親
族
、
そ
の
他
の
人
で
も
保
育

可
能
と
認
め
ら
れ
る
揚
合
に
は
入
国
で

き
ま
せ
ん
。

①
保
護
者
が
居
宅
外
で
勤
務
し
て
い
る

抱
合

⑧
保
護
者
が
居
宅
内
で
児
童
を
戯
れ
て

家
事
以
外
の
仕
碧
を
し
て
い
る
場
合

（
内
職
な
ど
）

⑤
母
親
が
妊
娠
中
か
出
産
後
間
が
な
い

場
合

④
保
護
者
が
病
気
や
け
が
を
し
て
い
る

場
合

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
障
害
者
が
い

る
た
め
に
、
保
護
者
が
看
護
に
あ
た

っ
て
い
る
場
合

③
火
災
、
風
水
害
、
震
災
、
そ
の
他
の

災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

●
募
集
人
員

遠
賀
川
保
育
園
　
　
0
0
人

南
部
保
育
園
　
　
　
脚
人

山
び
こ
保
育
園
　
　
聞
入

●
申
込
受
付
　
1
月
4
日
（
金
）

～
1
月
3
1
日
（
木
）

●
申
込
方
法
　
入
所
申
請
書
（
役
場
福

祉
係
、
各
保
育
園
で
用
意
）
に
必
要

碧
項
を
記
入
の
う
え
、
入
園
希
望
の

保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
拝
趨
・
向
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
係
　
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4

ま
た
は
各
保
育
園
へ

遠
賀
川
保
育
園
℡
（
2
9
3
）
0
1
8
4

南
部
保
育
園
　
℡
（
2
9
3
）
2
2
5
6

山
び
こ
保
育
園
℡
（
2
9
3
）
2
2
2
7

㊨
馳
㊧
憧

ボ
ツ
と
す
る
と
危
験
で
す
。

遠
賀
町
消
防
団
で
は
年
末

特
別
雷
蔵
を
実
施
し
ま
す
P

年
の
瀬
の
あ
わ
た
だ
し
い
時
期
に
、

防
犯
や
火
災
予
防
な
ど
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
安
全
を
守
る
た
め
、
成
月
2
6
日

（
水
）
か
ら
1
2
月
0
0
日
（
日
）
ま
で
の

間
の
約
時
か
ら
独
時
ま
で
、
遠
賀
町
消

防
団
で
は
夜
間
の
特
別
警
戒
を
行
い
ま



戸籍の氏名は

正しい字を
使います。

平成3年1月1日から実施

0新しい戸籍は正しい字で記載しま
す。
●現在の戸籍の氏名が誤字・俗字で

言己載されている人が、婚姻や転籍
などで新しく戸籍を作る場合や、
養子縁組などで他の戸籍へ入籍す
る場合は、正しい字で認識します。

●正しい字で記載する場合は、届出

の時か記載した後に、その旨お知
らせします。

●俗字のうち「高」とか「嶋」など、
一定の範囲の字（155字）は今まで

どおり記載します。

e申し出Iこよって正しLl字（こ訂正す
ることもできます。
●現在の戸籍は、そのままでは正し

い字に直りません。申し出によっ

て誤字・俗字を正しい字に訂正す
ることができます。

鴛豊詳詰こ課業驚？▽
●例えば「邁」と旧字体で記載され

ている人は、申し出により新字体
の「辺」に直すことができます。

く問い合わせは役場住民係へ〉

輔響－こ餓捲くる′叫 
がぬれないようにビニールテープなど 

夜の冷え込みに注意を…　　を巻いてください。 

気温がマイナス4℃以下になります　　水道管が凍って水が出 
と水道の水が凍ったり、水道管が破れ　　ないときは…… 
つします。とくに多いのはつぎのよう 

なところです。　　　　　　　　　　　　　タオルや布をかぶせその上からゆっ 

◎水道管がむき出しになっているところ　　くりとぬるま湯をかけてとかしてくだ 

◎水道管が北向きにあるところ　　　　　さい。熱湯はかけないでください。 

◎風あたりの強いところにある水道管 

水道管の冬した上．．i破れつしたときは……i 
止水せんをしめて水を止め、 

水道管やじゃロの脚二は保温材を・水（遺品斯戸℡293－1234 取りつけてください。手近なものとし 

ては布、ナワ、フェルト、コ王などを　　●水道修繕センター　℡246－1450 

巻きつけて保注します。そして保温材　　　　　　　　　へご連絡ください。 

●‘3

行政事務の電算化に伴い

氏名（フリガナ）等の
確認にご協力ください。

遠賀町役場では、「より良い

住民サービスの向上」を図るた

め、平成3年2月からの住民票

の電算化スタートをめどに、氏

名（フリガナ）などの住民照会を

1月5日（土）から行います。

これは、住民基本台帳を整備

し正確性を保つために行われる

ものです。文書か届きましたら

記載内容をご確認のうえ、同封

の返信用封筒に入れ、配布員（区

長、組長等）へ提出してください。

●問い合わせ先

役場企画牒電子部真備

℡293－1234

㈲
回
▽
回
国
▽
国

新
春
を
か
ざ
ろ
郡
内
消
防
合
同
出
初

式
が
、
来
年
は
芦
屋
町
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
各
町
の
消
防
団
と
遠
賀
郡
消
防
署

が
、
小
隊
訓
練
を
は
じ
め
、
ポ
ン
プ
章

操
法
、
は
し
ご
軍
操
法
な
ど
、
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
抜
屈
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
で
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
目
　
時
　
1
月
1
3
日
へ
日
）

1
0
時
～
1
2
時

●
場
　
所
　
芦
屋
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
展
示
期
間
）
Ⅱ
月
末
か
ら
平
成
3
年

1
月
1
0
日
ま
で

●
展
示
作
晶

へ
彫
刻
）
平
成
2
年
度
日
展
入
選
作
品

・
外
山
良
治
氏
（
別
府
）

彫
刻
各
謡

・
縛
　
貢
氏
（
中
生
津
）

へ
能
面
）
・
藤
沢
松
三
郎
氏
（
別
府
）

へ
遠
賀
凧
）
・
嶋
立
義
広
氏
（
松
ノ
本
）

・
二
村
博
光
氏
（
鬼
津
）

l
i
（
－
i
－
（
、
、
　
　
　
　
　
，
〈
－
～
、
〈
－
　
（

す。皆
さ
ん
も
寝
る
前
に
は
今
一
度
、
火
の

元
、
戸
じ
ま
り
を
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

遠
賀
中
央
公
民
館

展
示
ロ
ビ
ー
だ
よ
り



やめようフグの素人料理
フグ刺し（こフグちIl、フグは冬の代表

的な味雛ではありますが、死亡率の高い
食中毒の原因食品でもあります。
福岡県では、今年既に3件のフグ中毒

が発生しています。事故防止のため、次
のことを守ってください。
●素人料理は絶対にしないこと。（フグ処

理部のいる魚屋さんの餌理晶に限ること）
●フグの肝・卵蝿は絶対に食べないこと。

て

四〇回田日田

うがいをしっかり、睡眠を十分とって

イン7I肛ン†確予防しめ。金
て

人）ぅごき
平成2年11月末日現在

●世帯数…………5．0乃

●人　口…………17．271

●男8．180　●女9．091

●転入　91●転出　62

●出生10　●死亡　7

発行　福岡県遠賀郡遊資町大字今古賀513通知丁役場企画課（℡093－293－1234）印刷冷卒園印刷合資会社

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
孟
鞋
謹

従
来
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
撰
園

は
学
校
で
集
団
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
今
年
よ
り
町
内
の
各
開
業
医
（
い
そ

ぺ
病
院
を
除
く
）
で
個
別
接
種
い
た
し

ます。
●
期
　
間
　
1
2
月
釘
日
（
木
）
ま
で

●
対
象
と
料
金

。
3
歳
～
中
学
生
以
下

無
料

o
高
校
生
以
上

l
回
に
つ
き
約
円

●
持
参
晶
　
印
鑑
、
幼
児
は
母
子
健
康

手
帳

●
氏
‥
一
瞥
　
体
蜜
・
身
長
測
定

●
料
　
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
4
カ
月
児
の
乳
児
は
小
児

ガ
ン
の
検
査
セ
ッ
ト
を
配

布
し
ま
す

漢
生
後
1
カ
月
～
1
2
カ
月
児
対
象

●
期
　
日
　
1
月
1
6
日
（
水
）

●
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
1
0
時
5
0
分

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
内
　
容
　
体
重
・
身
長
測
定

●
料
　
金
　
無
料

乳
　
児
　
相
　
談

菓
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児
対
象

●
期
　
日
一
1
月
8
日
（
火
）

●
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
同
時
5
0
分

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

日田00回
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ビ
ー
ル
ス
が
原

因
で
起
こ
る
カ
ゼ
で
す
が
、
激
し
い
症
状

と
爆
発
的
な
流
行
が
特
徴
で
す
。

原
因
と
な
る
ビ
ー
ル
ス
に
よ
っ

B
型
、
C
型
に
分
け
ら
れ
、

症
状
に
多
少
の
違
い
が
あ

り
ま
す
。

共
通
し
た
症
状
と
し
て

は
、
と
つ
せ
ん
さ
む
け
を

伴
っ
て
熱
が
で
る
。
一
～

二
日
で
約
度
か
、
そ
れ
以

上
に
も
な
り
、
全
身
が
だ

る
く
、
頭
痛
、
関
節
や
頓

の
痛
み
と
共
に
の
ど
が
痛

み
、
咳
、
タ
ン
が
で
ま
す
。

そ
し
て
食
欲
が
な
く
な
る

な
ど
、
普
通
の
カ
ゼ
と
比

べ
る
と
、
ず
っ
と
重
い
症

状
を
起
し
ま
す
。

今
か
ら
0
0
年
程
前
、
ス

ペ
イ
ン
風
邪
と
言
う
悪
牲

の
カ
ゼ
が
世
界
的
に
流
行
し
て
、
あ
が
国

で
も
何
十
万
と
い
う
人
が
犠
牲
と
な

死
亡
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
は
そ
ん
な
悪
性

の
感
冒
の
流
行
ら
な
く
、
治
療
の
進
歩
も
あ

っ
て
肺
炎
な
ど
の
、
余
病
を
超
こ
さ
な
け
れ

ば
一
～
二
週
間
で
治
る
の
が
普
通
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
で
大
切
な
こ
と

は
、
暖
か
く
し
て
床
に
入
り
、
安
静
を

守
る
こ
と
で
す
。
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
熱
・
セ
キ
な
ど
の
薬
と
と
も

に
、
肺
炎
の
予
防
に
抗
生
物
質
が
使
用

さ
れ
ま
す
。
予
防
に
は
、
流
行
の
予
想

さ
れ
る
ビ
ー
ル
ス
を
含
ん
だ
ワ
ク
チ
ン

の
注
射
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
流
行
す
る

前
に
予
測
し
て
実
施
す
る
も
の
で
違
う

ビ
ー
ル
ス
に
よ
る
流
行
に
は
効
果
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
般
に
言
っ
て
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
効
果
は
0
0

～
0
0
％
ぐ
ら
い
で
す
。

今
年
は
お
そ
ら
く
A
ソ
連
型
が
流
行

し
そ
う
で
す
が
、
そ
の
規
模
は
昨
年
ほ

ど
大
き
く
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
在

の
予
想
で
す
。

そ
の
ほ
か
注
意
す
る
こ
と
と
し
て
、

う
が
い
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
。
マ
ス
ク
を

つ
け
る
こ
と
が
大
草
で
す
。
過
労
を
さ
け
、

睡
眠
を
十
分
に
と
っ
て
な
る
べ
く
外
出
を
さ

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。


